
　昨年に引き続き今年もゴールデンウィークを開館しました。
　４日には隠岐古典相撲の上映会、５日には子ども向けの
　イベントを開催しました。
　５日の午前中は語り手に中村在住の吉田光秋さんをお迎
　えして隠岐の民話の紙芝居をしていただきました。
　隠岐にはたくさんの民話がありますが、この日は保育研究
　会の手づくりの『かねもちになったなかむらや』と『さいのい
　けのはなし』をしました。
　午後からは職員による読み聞かせを行いました。絵本の
　読み聞かせとエプロンシアター、『花さき山』のブラック紙芝
　居をしました。
　普段見慣れないブラック紙芝居に子ども達は喜んでいま
　した。そのあとは、アニメビデオの上映会を行い、一日中子
　どもたちに楽しんでもらえたのではないかと思います。
　ゴールデンウィーク期間中は利用者が少なかったので、
　残念でした。

平成１８年度第１回親と子の読書活動普及事業として
６月１７日の午後３時よりおはなしのへやで絵本の読み
聞かせをおこないます。
今回の講師は島根県立図書館の江角宏子先生です。
対象は幼児～小学校低学年で、参加は無料ですので

　　　　 ぜひご参加ください。
　　　　砂原さんは講演のために帰郷された日に図書館 詳しくはポスター、チラシなどでお知らせしていますので
　　　　にも立ち寄ってくださいました。 お気軽にお問い合わせください。
　　　　展示を喜んでいただきうれしく思いました。
　　　　展示期間は今月いっぱいとなっておりますので、
　　　　この機会にぜひご覧ください。

　　　５月２３日に職員で花壇の草抜きを、２４日にはボラン
　　　ティアと一緒に裏庭の草刈をしました。
　　　ボランティアの方が手伝ってくださったお陰で早く終わ
　　　わりました。ありがとうございました。
　　　また、その方には花台や、木の椅子などもいただきま 　～自然災害の脅威と身の周りに潜む危険～
　　　ました。 宍道町よりたくさんの郷土資料を寄贈していただきま
　　　花壇や、裏庭に花を植えてくださるボランティアの方も した。登録次第島根の郷土資料の書架におきますの
　　　いらっしゃるので館外も雰囲気がよくなります。 ご利用ください。
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７月１日（土）に毎年恒例の七夕会を開催します。
内容など詳しいことは決まり次第、ポスター・チラシな
どでお知らせします。

　　平成１６年度の入館者数に比べ、昨年
度は６６，６８６人と１，６９４人増加しました。
　また、登録者数も５１６人と平成１６年度よ
りも４４人も多く、全体で７，０４８人となりまし
た。
隠岐の島町の人口の４１％の方が登録して
いることになります。
　これは、隠岐学入門講座などの講座や展
示コーナーへの取り組み、各種イベントな
どによる集客が功を奏したのではないかと
思います。中でも、文化祭の高梨テルさん
の絵画展では、入館者数が図書館初の１，
０００人を突破する大盛況でした。
　一方、貸し出し冊数は入館者数の増加に
反し平成１６年度より、１，７６８冊減少してし
まいました。

　これより、利用者１人当たりの貸し出し
冊数が減少していることがわかります。
　年々、図書購入費が減少していること
が原因の一つではないかと思います。
　逆に、寄付金や個人の方の寄贈により
雑誌の種類は増えていますので、少しで
も多くの方に利用していただきたいと思
います。
　５月には図書館の役割とサービスを初
心に戻って学ぶ職員研修会もおこないま
した。
　これからの利用者のニーズに応えられ
るようにしていきたいと思いますので、図
書館に対しご意見・ご要望がありました
ら、ぜひお聞かせください。（投書箱もあ
ります。）

資料費の一部とさせていただき、資料の充実のために役立てた
いと思います。

　主人公の浅見光彦が五島列島の取材中に知り合った元刑事と再会を約束したが、彼は
静岡御前崎の海で死体となって発見された。事件は長崎の沖合いの軍艦島の歴史と絡
み、政財界に多大な力を持つ男が浅見探偵の前にあらわれ悩ませる。
　今回の事件は浅見光彦の１００番目の記念すべき事件でもあり、一晩で読破できる面白
い推理小説である。
　実は、私は内田康夫の推理小説が大好きで、浅見光彦ファン倶楽部の１４，＊＊＊号の
会員になって年４回送られてくる機関紙も楽しんでいる。
　隠岐が舞台の『隠岐伝説殺人事件』には西郷の八幡黒曜石店が登場しますので、ぜひこ
ちらも読んでみて下さい。


